
①午前：１０：３０～（受付１０：００～）

②午後：１４：００～（受付１３：３０～）

参加費：500円（防災と安定ヨウ素剤についての資料代）

・・原発事故から大切なこどもの命をまもるために・・

対 象： どなたでも （島根原発から３０㎞圏外で乳幼児・妊婦・こどものいる方優先になります）

定 員： ６０名 （各回３０名まで） ※家族全員分の受取りを申し込むことができます。

内 容： 医師による説明（約30分）の後、問診票の記載に基づき問診を行い、安定ヨウ素剤をお渡しします。

（錠剤は無料です。問診の結果、安定ヨウ素剤をお渡しできない場合もあります。ご了承ください。）

医 師： 牛山元美 氏（さがみ生協病院内科医）

安定ヨウ素剤自主配布プロジェクト2022

会場：米子市文化ホールイベントホール （米子市末広町293）

主催：えねみら・とっとり（エネルギーの未来を考える会）

後援：グリーンコープ生協とっとり、とっとり震災支援連絡協議会

申込方法

○右QRコードのフォームから、または下記連絡先へ、以下の項目をお知らせください。

「氏名」、「連絡先（住所・電話・メールアドレス）」、「錠剤を受け取る家族等の人数」

「参加希望回（①午前・ ②午後・ ③どちらも可）」

※いただいた個人情報はこのプロジェクト以外の用途には使用しません

○お申込みいただいた方へ、参加回（午前・午後）などをお知らせします。

連絡先 enemira.tottori@gmail.com 080-6173-1318 /   070-5554-5813



なぜ、安定ヨウ素剤自主配布プロジェクト？

◎安定ヨウ素剤ってなあに？

安定ヨウ素剤は、甲状腺がんを予防する薬

です。

原発で事故がおきると、さまざまな放射性

物質が放出されます。放射性ヨウ素は甲状

腺にたまり、甲状腺がんになる可能性が高ま

ります。放射性ヨウ素による被ばくの前に安

定ヨウ素剤を飲むことで、甲状腺への蓄積を

防ぐことができるのです（被ばくの24時間前に飲

むのが最も効果的とされています）。
出所：『こどもの命をまもりたい』 ぐるうぷ未来

◎大切な人のために、いま原子力防災

原発事故はあってはならないことです。ただ、原子力発電所がある限り、事故に備えることが必要で

す。福島第１原発事故から11年、もし自分だったら・・・。こどもたちや大切な人の命を守るために、でき

ることからぜひはじめてほしいです。

福島第一原発事故の際、風向きや天候によって、原発から30km圏より遠くにも放射性物質が飛び、

避難地域が広がりました。手元に安定ヨウ素剤を置いておくことで、事故がおきてからもらいに行くより、

事故に速やかに対応できます。自分ごととして原子力防災を一緒に考えるきっかけにしていきましょう。

◎鳥取県は、原発から30㎞圏内の住民に安定ヨウ素剤を事前配布しています

島根原発から30㎞圏内の方々は、鳥取県・米子市・境港市主催の配布会で、安定ヨウ

素剤を事前に受け取ることができます（例年、夏に申込み、秋頃に配布説明会を3～4回実施）。

米子保健所では、安定ヨウ素剤の事前配布を通年実施しています。

牛山元美医師 プロフィール

神奈川県在住。さがみ生協病院内科医師。原発事故後、被ばくの影響を気にする母たちの

声に応えながら、関東や福島県で甲状腺エコー検診に従事。ベラルーシ、セミパラチンスクで

放射線影響や甲状腺がんについて研修。関東子ども健康調査支援基金協力医。2016年3月よ

り「3.11甲状腺がん家族の会」世話人、「3.11甲状腺がん子ども基金」顧問を務め、現在は「甲

状腺がん支援グループあじさいの会」代表。

「親子で聞きたい！はじめての放射線のおはなし」

日時：7月31日(日)10時～11時半 〈オンライン学習会〉
（Zoom、GCとっとり会議室での視聴も可。託児あり）

講師：木村真三さん（獨協医科大学准教授）
主催：グリーンコープ生協とっとり
問合せ・連絡先：0859-34-6661 gctottori@gmail.com


